
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
公
印
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
一

二
二
一

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
指
定　
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
二
二

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
二

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
三

○
廃
川
敷
地
等
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
三

○
河
川
法
に
基
づ
く
兼
用
工
作
物
の
工
事
等
の
協
議
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
三

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
八
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
四

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
七

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
七

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
七

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
七

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
七

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
一
号

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
に
基
づ
き
、
土
木
事
務
所
専
用
（
壱

〜
弐
）、
保
健
所
専
用
（
壱
〜
六
）、
林
務
事
務
所
専
用
（
壱
〜
弐
）、
峡
中
土
地
改
良
事
務
所
専
用
及
び

笛
吹
川
沿
岸
土
地
改
良
事
務
所
専
用
の
山
梨
県
知
事
印
並
び
に
土
木
事
務
所
専
用
（
壱
〜
弐
）、
保
健
所

専
用
（
壱
〜
六
）
及
び
林
務
事
務
所
専
用
（
壱
〜
弐
）
の
山
梨
県
知
事
職
務
代
理
者
印
並
び
に
保
健
所

専
用
（
壱
〜
六
）
の
山
梨
県
印
を
平
成
十
三
年
四
月
一
日
付
け
で
廃
止
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

医
療
機
関
を
指
定
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
地
　
　
　
指
　
定
　
年
　
月
　
日

医
療
法
人
誠
仁
会
武
井
ク

都
留
市
法
能
六
百
六
十
九
番
地

平
成
十
二
年
九
月
一
日

リ
ニ
ッ
ク

う
め
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

甲
府
市
朝
日
五
丁
目
十
二
番
九
号

平
成
十
二
年
九
月
二
十
七

日

み
ど
り
薬
局
富
士
見
店

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
五
番
二
十
一
号

平
成
十
二
年
十
月
十
七
日

（
有
）　ア
ー
ク
メ
デ
ィ
カ

塩
山
市
上
塩
後
二
百
七
十
一
番
地
の
四

平
成
十
二
年
十
月
二
十
四

ル

日

井
出
整
形
外
科
医
院

甲
府
市
徳
行
一
丁
目
七
番
三
十
四
号

平
成
十
二
年
十
月
三
十
日

斉
藤
医
院

塩
山
市
上
塩
後
二
百
七
十
一
番
地
の
一

平
成
十
二
年
十
月
二
十
四

日

た
ん
ぽ
ぽ
歯
科
医
院

都
留
市
つ
る
三
丁
目
四
番
二
十
三
号

平
成
十
二
年
十
月
十
八
日

く
ま
ざ
わ
歯
科
医
院

甲
府
市
大
里
町
四
千
二
百
九
十
七
番
地

平
成
十
二
年
十
月
二
日

の
十
四

医
療
法
人
高
山
会
ラ
イ
フ

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
四
番
八
号

平
成
十
二
年
九
月
十
八
日

ケ
ア
＆
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
山

小
俣
薬
局

大
月
市
御
太
刀
一
丁
目
三
番
五
号

平
成
十
二
年
十
一
月
十
六

日

医
療
法
人
伍
良
会
金
丸
内

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
四
千
三
百
九

平
成
十
二
年
九
月
一
日

科
ク
リ
ニ
ッ
ク

十
五
番
地
の
八
十
五

響
が
丘
整
形
外
科

北
巨
摩
郡
双
葉
町
竜
地
二
千
五
百
六
十

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十

三
番
地
の
十
四

一
日

（
有
）　健
心
堂
勝
沼
薬
局

東
山
梨
郡
勝
沼
町
勝
沼
二
千
九
百
五
十

平
成
十
二
年
十
一
月
一
日

九
番
地
の
二

ヤ
マ
グ
チ
薬
局
甲
府
店

甲
府
市
徳
行
一
丁
目
七
番
三
十
五
号

平
成
十
二
年
十
一
月
一
日

あ
お
き
薬
局
響
が
丘
店

北
巨
摩
郡
双
葉
町
竜
地
二
千
五
百
七
十

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日

二
番
地
の
五

山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価　（
消
費
税
別
）　一
箇
年
　
一
六
、　〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
二
一

山
梨
県
公
報

平
成
十
三
年四

月
九
日

第
千
百
八
十
四
号

月　曜　日



山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

二
二
二

耳
鼻
咽
喉
科
平
医
院

北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
八
田
四
千
二
百
九

平
成
十
三
年
一
月
十
五
日

十
四
番
地
の
五

三
羽
医
院

甲
府
市
音
羽
町
四
番
十
六
号

平
成
十
三
年
一
月
十
九
日

コ
ツ
ボ
歯
科

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
十
七
番
二
号

平
成
十
三
年
一
月
十
八
日

医
療
法
人
健
昌
会
コ
マ
キ

甲
府
市
徳
行
四
丁
目
六
番
四
号

平
成
十
三
年
一
月
二
十
二

歯
科
　

日

ナ
カ
ム
ラ
歯
科
医
院

塩
山
市
下
於
曽
千
五
百
六
十
二
番
地
の

平
成
十
二
年
十
一
月
一
日

二

内
藤
歯
科
医
院

甲
府
市
武
田
二
丁
目
七
番
十
四
号

平
成
十
三
年
二
月
一
日

（
有
）　サ
ン
ク
調
剤
薬
局

山
梨
市
上
神
内
川
百
五
十
番
地
の
二

平
成
十
三
年
二
月
二
十
二

日

山
下
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
五
百
九
番

平
成
十
三
年
二
月
十
九
日

地
の
一

た
け
い
腎
・
泌
尿
器
ク
リ

山
梨
市
上
神
内
川
百
四
十
九
番
地
の
二

平
成
十
三
年
二
月
一
日

ニ
ッ
ク

上
九
一
色
診
療
所　
（
内
科
）
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
古
関
千
百
七
十

平
成
十
二
年
十
二
月
十
九

四
番
地

日

上
九
一
色
診
療
所　
（
歯
科
）
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
古
関
千
百
七
十

平
成
十
二
年
十
二
月
十
九

四
番
地

日

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理

甲
府
市
飯
田
一
丁
目
一
番
二
十
六
号

平
成
十
三
年
一
月
五
日

セ
ン
タ
ー

壁
谷
薬
局

富
士
吉
田
市
上
吉
田
二
丁
目
一
番
十
六

平
成
十
三
年
三
月
十
六
日

号

大
芝
医
院

中
巨
摩
郡
八
田
村
榎
原
八
百
六
十
三
番

平
成
十
三
年
一
月
一
日

地
の
三
十

ア
ー
ル
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

都
留
市
下
谷
三
丁
目
四
番
十
七
号

平
成
十
三
年
一
月
十
六
日

ッ
ク

山
梨
県
告
示
第
二
百
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
で
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
施
術
機
関
を
指
定
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

名
　
　
　
　
　
称
　
　

所
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
地
　
　
　
指
　
定
　
年
　
月
　
日

小
笠
原
整
骨
院

南
巨
摩
郡
身
延
町
梅
平
二
千
四
百
八
十

平
成
十
二
年
九
月
七
日

三
番
地
の
百
七
十
三

山
梨
県
告
示
第
二
百
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
療
機
関
は
、
廃
止
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称

所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

武
井
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

都
留
市
法
能
六
百
六
十
九
番
地

斉
藤
医
院

甲
府
市
青
沼
三
丁
目
五
番
十
四
号

医
療
法
人
高
山
病
院

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
四
番
八
号

小
俣
薬
局

大
月
市
御
太
刀
一
丁
目
三
番
五
号

金
丸
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
四
千
三
百
九
十
五
番
地
の
八
十

五

三
浦
歯
科
医
院

富
士
吉
田
市
下
吉
田
五
千
七
百
九
十
二
番
地

三
羽
医
院

甲
府
市
音
羽
町
四
番
十
六
号

ナ
カ
ム
ラ
歯
科
医
院

塩
山
市
上
於
曽
千
五
番
地
の
二

上
九
一
色
診
療
所
（
内
科
）

西
八
代
郡
上
九
一
色
村
古
関
千
百
三
十
五
番
地

上
九
一
色
診
療
所
（
歯
科
）

西
八
代
郡
上
九
一
色
村
古
関
千
百
三
十
五
番
地

ひ
ろ
せ
東
薬
局

甲
府
市
城
東
四
丁
目
十
三
番
地
十
一
号

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
飯
田
三
丁
目
二
番
四
十
四
号

壁
谷
薬
局

富
士
吉
田
市
上
吉
田
二
丁
目
一
番
十
六
号

大
芝
医
院

中
巨
摩
郡
八
田
村
榎
原
八
百
六
十
三
番
地
の
三
十

ア
ー
ル
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

都
留
市
下
谷
三
丁
目
四
番
十
七
号

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
号



山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

二
二
三

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
療

機
関
に
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
　
　

所
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地
　
　
変
更
事
項

変
更
前

南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
三
百
四
十
五
番
地

名
　
　
　
称

マ
ス
ホ
調
剤
薬
局

の
四

変
更
後

有
限
会
社
マ
ス
ホ
薬
品

変
更
前

甲
府
市
北
新
一
丁
目
十
一
番
二
号

名
　
　
　
称

か
え
で
薬
局
北
新
店

変
更
後

有
限
会
社
か
え
で
薬
局
北
新
店

山
梨
県
告
示
第
二
百
六
号

次
の
と
お
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
河
川
の
名
称
　
相
模
川
水
系
　
宮
川

二
　
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

三
　
廃
川
敷
地
等
の
位
置
　
大
月
市
初
狩
町
大
字
中
初
狩
字
堰
二
千
四
百
八
十
五
番
の
六
地
先

四
　
廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量
　
三
百
四
十
三
・
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
号

次
の
と
お
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
二
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
河
川
の
名
称
　
相
模
川
水
系
　
宮
川

二
　
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

三
　
廃
川
敷
地
等
の
位
置
　
大
月
市
初
狩
町
大
字
下
初
狩
字
一
ノ
沢
三
千
百
三
十
六
番
の
一
地
先

四
　
廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量
　
百
三
十
一
・
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
号

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
堤
防
と
道
路

と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、

山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
河
川
の
名
称
　
　
富
士
川
水
系
　
葛
篭
沢
川

二
　
河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類
　
右
岸
堤
防

三

河
川
管
理
施
設
の
位
置
　
西
八
代
郡
六
郷
町
大
字
葛
篭
沢
字
曲
田
前
百
七
十
五
番
一
地
先
か
ら
西

八
代
郡
六
郷
町
大
字
岩
間
字
山
本
前
千
二
百
六
十
三
番
三
地
先
ま
で

四
　
管
理
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
住
所

１
　
氏
名
　
六
郷
町
長
　
遠
藤
幸
利

２
　
住
所
　
西
八
代
郡
六
郷
町
岩
間
四
百
九
十
五
番
地

五
　
管
理
の
内
容

１

道
路
専
用
施
設
（
路
面
（
路
盤
の
部
分
を
含
む
。
）
、
路
肩
、
道
路
の
附
属
物
そ
の
他
の
専
ら

道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
新
設
（
道
路
の
附
属
物
に
係

る
も
の
に
限
る
。）、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

２

路
肩
に
接
す
る
法
面
で
、
当
該
路
肩
か
ら
法
長
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の

に
つ
い
て
の
維
持

３
　
原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧

六

管
理
の
期
間
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日
か
ら
道
路
を
廃
止
す
る
と
き
、
又
は
堤
防
の
公
用
を
廃
止

す
る
と
き
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
九
号

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
堤
防
と
道
路

と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、

山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
河
川
の
名
称
　
富
士
川
水
系
　
葛
篭
沢
川

二
　
河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類
　
左
岸
堤
防

三

河
川
管
理
施
設
の
位
置
　
西
八
代
郡
六
郷
町
大
字
宮
原
字
山
本
前
五
百
四
十
八
番
四
地
先
か
ら
西



山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

二
二
四

八
代
郡
六
郷
町
大
字
宮
原
字
山
本
前
五
百
七
十
六
番
一
地
先
ま
で

四
　
管
理
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
住
所

１
　
氏
名
　
六
郷
町
長
　
遠
藤
幸
利

２
　
住
所
　
西
八
代
郡
六
郷
町
岩
間
四
百
九
十
五
番
地

五
　
管
理
の
内
容

１

道
路
専
用
施
設
（
路
面
（
路
盤
の
部
分
を
含
む
。
）
、
路
肩
、
道
路
の
附
属
物
そ
の
他
の
専
ら

道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
新
設
（
道
路
の
附
属
物
に
係

る
も
の
に
限
る
。）、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

２

路
肩
に
接
す
る
法
面
で
、
当
該
路
肩
か
ら
法
長
一
・

〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の

に
つ
い
て
の
維
持

３
　
原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧

六

管
理
の
期
間
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日
か
ら
道
路
を
廃
止
す
る
と
き
、
又
は
堤
防
の
公
用
を
廃
止

す
る
と
き
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
号

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
堤
防
と
道
路

と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、

山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
河
川
の
名
称
　
富
士
川
水
系
　
葛
篭
沢
川

二
　
河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類
　
左
岸
堤
防

三

河
川
管
理
施
設
の
位
置
　
西
八
代
郡
六
郷
町
大
字
葛
篭
沢
字
中
田
九
百
六
十
四
番
一
地
先
か
ら
西

八
代
郡
六
郷
町
大
字
葛
篭
沢
字
村
越
千
二
十
三
番
一
地
先
ま
で

四
　
管
理
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
住
所

１
　
氏
名
　
六
郷
町
長
　
遠
藤
幸
利

２
　
住
所
　
西
八
代
郡
六
郷
町
岩
間
四
百
九
十
五
番
地

五
　
管
理
の
内
容

１

道
路
専
用
施
設
（
路
面
（
路
盤
の
部
分
を
含
む
。
）
、
路
肩
、
道
路
の
附
属
物
そ
の
他
の
専
ら

道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
新
設
（
道
路
の
附
属
物
に
係

る
も
の
に
限
る
。）、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

２

路
肩
に
接
す
る
法
面
で
、
当
該
路
肩
か
ら
法
長
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の

に
つ
い
て
の
維
持

３
　
原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧

六

管
理
の
期
間
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日
か
ら
道
路
を
廃
止
す
る
と
き
、
又
は
堤
防
の
公
用
を
廃
止

す
る
と
き
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

大
月
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
月
都
市
計
画
下
水
道
事
業
大
月
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
二
号
の
事
業
地
に
大
月
市
大
字
花
咲
字
宮
ノ
西
、
字
大
曽
根
、

字
前
田
、
字
日
向
、
字
大
石
、
字
宮
ノ
原
、
字
フ
タ
ダ
、
字
御
堂
、
字
和
原
、
字
堂
地
、
字
下
川

戸
及
び
字
先
森
並
び
に
大
字
鳥
沢
字
真
白
沢
、
字
大
村
、
字
日
野
沢
、
字
西
名
月
、
字
西
袴
着
、

字
袴
着
、
字
東
袴
着
、
字
加
伊
沢
、
字
東
奈
月
、
字
大
久
保
、
字
清
水
入
、
字
宮
沢
、
字
橋
場
、

字
小
向
及
び
字
横
吹
の
各
一
部
を
加
え
、
大
月
一
丁
目
、
大
月
二
丁
目
、
御
太
刀
一
丁
目
、
駒
橋

一
丁
目
、
駒
橋
二
丁
目
、
大
字
鳥
沢
字
福
地
、
字
入
倉
及
び
字
前
田
並
び
に
猿
橋
町
大
字
殿
上
字

エ
ン
マ
堂
道
上
、
字
仲
田
道
上
、
字
唐
沢
、
字
長
畑
、
字
大
竹
、
字
寺
野
下
、
字
大
票
、
字
東
井

戸
下
及
び
字
西
井
戸
下
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　



な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

河
口
湖
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
河
口
湖
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
一
号
、
昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号
、

平
成
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号
及
び
平
成
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号
の
事
業

地
に
河
口
湖
町
大
字
船
津
字
西
蛇
石
及
び
字
上
海
言
塚
の
全
部
、
大
字
船
津
字
蛇
石
及
び
字
箕
輪

並
び
に
大
字
小
立
字
鼻
曲
石
、
字
大
久
根
、
字
呉
井
塚
、
字
蛇
石
及
び
字
生
木
塚
の
各
一
部
を
加

え
、
大
字
船
津
字
上
土
足
戸
、
字
柴
休
場
、
字
海
言
塚
、
字
中
恋
路
、
字
西
恋
路
及
び
字
東
恋
賂

地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

富
士
吉
田
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

二
二
五

一
　
施
行
者
の
名
称

足
和
田
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
足
和
田
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

変
更
な
し

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

忍
野
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
忍
野
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
七
十
二
号
の
三
、
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
一

号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
六
十
九
号
、
平
成
三
年
山
梨
県
告
示
第
十
一
号
及
び
平
成
八
年
山

梨
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号
の
事
業
地
に
忍
野
村
大
字
内
野
字
水
呑
並
び
に
大
字
忍
草
字
下
割
、

字
六
本
松
、
字
李
之
木
及
び
字
梨
ヶ
原
中
道
の
各
一
部
を
加
え
、
大
字
内
野
字
上
原
、
字
道
合
、

字
内
釜
、
字
隠
畑
及
び
字
上
村
並
び
に
大
字
忍
草
字
鶴
ヶ
池
、
字
大
割
、
字
草
刈
道
、
字
柳
原
、

字
丸
尾
岸
、
字
池
之
粉
沢
、
字
高
木
、
字
古
馬
場
、
字
立
沢
、
字
法
印
塚
、
字
上
臼
久
保
及
び
字

臼
久
保
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日



富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富
士
吉
田
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
九
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号
、
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
三

号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
号
、
平
成
五
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号
及
び
平
成

七
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号
の
事
業
地
に
富
士
吉
田
市
上
暮
地
一
丁
目
、
上
暮
地
三
丁
目
、

上
暮
地
四
丁
目
、
上
暮
地
五
丁
目
、
上
暮
地
六
丁
目
、
大
字
小
明
見
字
上
中
丸
、
字
堂
谷
、
字
下

手
、
字
上
手
、
字
小
線
、
字
峯
岸
及
び
字
田
中
、
大
字
上
暮
地
字
五
名
米
倉
並
び
に
大
字
上
吉
田

字
城
山
南
、
字
城
山
東
、
字
塩
出
ヶ
崎
、
字
桂
橋
、
字
大
溝
上
、
字
下
り
山
及
び
字
一
本
松
の
各

一
部
を
加
え
、
大
字
大
明
見
字
上
丸
尾
、
字
下
丸
尾
、
字
大
明
見
前
、
字
上
丸
尾
道
東
、
字
新
畑
、

字
新
屋
敷
、
字
長
沢
及
び
字
上
岩
石
の
各
一
部
を
削
除
し
、
大
字
上
吉
田
字
大
久
保
、
字
土
沢
、

字
剣
丸
尾
、
字
立
石
及
び
字
熊
穴
、
大
字
松
山
字
沢
畑
、
大
字
小
明
見
字
上
丸
尾
、
字
東
岩
石
及

び
字
西
岩
石
、
大
字
大
明
見
字
岩
石
、
大
字
下
吉
田
字
一
メ
目
及
び
字
田
端
並
び
に
大
字
新
倉
地

内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

上
野
原
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

上
野
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業
上
野
原
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号
、
昭
和
六
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
号
及
び
平
成
七

年
山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号
の
事
業
地
に
上
野
原
町
大
字
上
野
原
字
中
宿
及
び
字
宮
の
こ
し

の
全
部
、
大
字
上
野
原
字
六
貫
目
、
字
上
宿
、
字
上
野
、
字
新
町
、
字
セ
ッ
タ
イ
、
字
花
井
、
字

塚
場
、
字
ミ
ド
ウ
ノ
下
、
字
関
山
、
字
ワ
ラ
ビ
平
、
字
下
奈
須
部
、
字
大
セ
ギ
、
字
石
舟
、
字
上

後
山
、
字
後
山
、
字
新
九
野
畑
、
字
栄
田
、
字
梨
久
保
、
字
中
尾
、
字
中
原
、
字
下
原
、
字
か
み

や
及
び
字
大
房
の
各
一
部
、
大
字
松
留
字
亀
甲
及
び
字
悉
聖
寺
の
全
部
、
大
字
松
留
字
上
馬
船
、

字
下
馬
船
、
字
金
沢
、
字
子
ノ
神
、
字
薄
霞
、
字
杜
寺
原
、
字
日
向
下
、
字
久
保
、
字
上
ノ
山
、

字
根
岸
、
字
伊
勢
上
、
字
伊
勢
下
及
び
字
見
世
尾
の
各
一
部
、
大
字
大
椚
字
鳶
ヶ
崎
の
全
部
、
大

字
大
椚
字
南
大
浜
、
字
久
保
坂
及
び
字
前
谷
の
各
一
部
、
大
字
八
ツ
沢
字
桜
木
、
字
下
川
原
、
字

上
村
、
字
袴
摺
、
字
堂
尾
根
、
字
上
出
村
、
字
大
窪
、
字
乙
越
、
字
寺
山
沢
、
字
花
柄
、
字
上
坊

沢
、
字
降
屋
戸
及
び
字
細
竹
並
び
に
大
字
四
方
津
字
奥
平
道
下
及
び
字
仲
居
下
の
各
一
部
、
大
字

鶴
川
字
鳶
ヶ
崎
の
一
部
を
加
え
、
大
字
四
方
津
字
黒
土
並
び
に
大
字
大
野
字
あ
そ
う
の
全
部
を
削

除
し
、
大
字
上
野
原
字
大
道
、
字
外
城
、
字
仲
新
町
、
字
本
町
、
字
大
間
々
及
び
字
下
新
町
、
大

字
四
方
津
字
呼
戸
及
び
字
奥
平
道
上
並
び
に
大
字
大
野
字
横
川
及
び
字
中
竹
沢
に
お
い
て
事
業
地

を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

山
中
湖
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
山
中
湖
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

変
更
な
し

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

二
二
六



山
梨
県
告
示
第
二
百
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

一
　
施
行
者
の
名
称

勝
山
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
勝
山
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
八
年
八
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

変
更
な
し

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
九
号

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
（
昭
和
五
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
百
二
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
代
理
金
融
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

名
　
　

称

所
　
　
在
　
　
地

取

扱

店

鋪

取
扱
事
務
の
範
囲

指
定
年
月
日

中
央
労
働
金
庫

東
京
都
千
代
田
区

甲
府
支
店

歳
入
金
及
び
れ
い

平
成
十
三
年
四
月

神
田
駿
河
台
二
丁
　
富
士
吉
田
支
店
　
入
金

一
日

目
五
番
地

櫛
形
支
店

山
梨
市
出
張
所

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

表
中
「
さ
く
ら
銀
行
」
を
「
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
」
に
、「
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
三

番
一
号
」
を
「
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
（
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号
及
び
昭
和
五
十
九
年

山
梨
県
告
示
第
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
代
理
金
融
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建
　
　

名
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地
　
　
取
扱
事
務
の
範
囲
　
　
　
　
指
定
年
月
日

美
富
士
農
業
協
同
組

都
留
市
田
原
一
丁
目

歳
入
金
及
び
れ
い
入
金

平
成
十
三
年
四
月
一
日

合

二
番
三
号

二
二
七

山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日



山

梨

県

公

報
　
　
第
千
百
八
十
四
号
　
　
平
成
十
三
年
四
月
九
日

二
二
八

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番


